
連結ベースの真の収益性は把握できているでしょうか？

DivaSystem SMD による経営管理の実現イメージ

連結決算の財務数値しか存在しないため、細かな粒度の連結の収益性が分からない
製品・顧客・拠点別の収益性が分からないため、適切なアクセス/ブレーキ制御ができない
売上原価が固変分解できないため、連結ベースの限界利益が分からない
グループの取引データが分散しているため、充分な分析ができない

勘定科目単位の決算情報だけでなく、製品軸、顧客軸、拠点軸など多様な分析軸を持った連結ベースのPL/BS/CF
により事業単位から細かな粒度の収益性を把握し、的確に打ち手の検討を行うことが可能です。

PSI情報や連結原単位情報を保持することにより、さらに高精度の差異分析や計画・着地シミュレーションを行う
ことも可能となります。

原価構成を維持した連結原価情報を保持することにより、連結CVP分析を行うことが可能となります。

「管理会計の力」を用いて新たな市場から
収益を獲得する目的でプロジェクト発足。

業績管理制度も粗利ベースから連結限界利益
ベースに大幅に見直し、関係者の行動原理を変革。

徹底した啓蒙活動を併せて実施。

建築資材メーカーにおける導入事例

全社（連結）業績を
事業軸×地域軸で
収益を把握 予実差異を数量差、為替差、MIX差、

各種単位差に自動分解し、
業績変動原因を迅速に把握

連結ベースで品目別に
固変分解された
連結原価構成を含む
収益構造を把握

製品別、チャネル・顧客別、
生産拠点別、などの多軸・多階層で
連結収益を分析し、
重点アクション領域を特定

多軸収益管理ソリューション
製品別・顧客別・拠点別のグループ連結収益によるマネジメント変革



DivaSystem SMDの特徴

直接連結方式を採用しています ※合算消去方式も対応可能

高精度の分析・シミュレーションを可能とするため
に、個別決算として“サマリ”される前の、各社の
販売明細・原価明細など（モノ情報）をダイレクト
に組み上げて、新たな連結PL（カネ情報）を作成
する直接連結アプローチを採用しています。

通常は財管差が発生するため、連結会計システム
DivaSystem LCAから制度連結情報を連携し
財管差分析を行うことも可能です。

分かり易いGUIによりユーザでも設定可能です。

経営管理のやり方は各社さまざまのため、
DivaSystem SMDは部品群である会計ライブラリを
具備し、それらを組み合わせて構築する思想の
製品です。

これまで連結パッケージやBIツールに追加開発する
しかなかった多軸連結、多軸配賦、連結原価計算など
の機能を保持しています。

Visual Analyticsにより業績管理帳票からビジュアルなダッシュボードまで様々な形式のレポートを簡単に
構築することが可能です。

部品を組み合わせて構築します

高度なビジュアルレポートも構築可能です

〈取引情報〉数量・件数データ
統一プロセス

〈会計情報〉仕訳データ
作成プロセス

統一された連結多軸
明細データ
作成プロセス

会計演算機能 …多軸の会計演算に特化した機能群

データハンドリング機能 …データハンドリングを効率的に行うための機能群

お問合せ先 株式会社ディーバ 〒108-6113 東京都港区港南2-15-2 品川インターシティB棟13F
http://www.diva.co.jp Tel：03-5782-8628（営業代表） Fax：03-5782-8621


